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P50a SEEDSプロジェクトでの系外惑星・円盤探査の現状
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SEEDS (Subaru Strategic Exploration of Exoplanets and Disks with HiCIAO/AO188)は、すばる望遠鏡戦略
枠として初めて採択された系外惑星/円盤探査プロジェクトである。新開発の高コントラスト装置HiCIAOと新し
い補償光学装置 AO188を用いて 5年計画 (120夜)で約 500天体のサーベイを行う。SEEDSは日本を中心とした
国際協力 (プリンストン大、マックスプランク研究所など)のもとに、100名以上の構成メンバーで進められてい
る計画である。主要装置であるHiCIAOは 2008年末にAO188 とのカップリングによるファーストライトを迎え
た。その後 3回の試験観測を経て 2009年 10月末からサイエンス観測を始めている。観測天体は 5つのカテゴリー
(YSO, Open cluster, Moving group, Nearby star, Debris disk)からなり、それぞれのカテゴリーで天体選定と解
析・議論を行うためのチームが形成されている。
本講演では、本格始動が始まった SEEDSプロジェクトの現状を紹介する。SEEDSの本観測が始まって間も無

いが、我々はすでに試験観測データを用いて太陽型星 (GJ 758)を周回する巨大ガス惑星の直接撮像による発見に
成功している (Thalmann et al. 2009)。SEEDSでの科学的成果の現状、および 5つの天体カテゴリーでの天体選
定・解析・議論の状況について報告したい。


